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例

本書は、平成19年10月 1日から10月 5日にかけて実施した黒石野平遺跡の緊急発掘調査(第 8次l 

の報告書である。中央住宅産業)株式会社伊藤嘉一、発掘調査:施工主

鈴木賢治、神原雄一郎が担当した。本書の執筆編集は、盛岡市遺跡の学び館2目

遺跡の平面位置と高さは、黒石野平遺跡の平面は公共座標第X系を変換して表示し、高さは標高

値で示した。

3. 

土層図は堆積の仕方を重視し、線の太さで使い分けた。土層注記は層理ごとに本文でふれ、個々4. 

小山正忠・竹の層位について割愛した。なお、層相の観察にあたっては、『新版標準土色帖j(1967 

を参考にした。原秀雄)

発掘調査の出土遺物・諸記録は盛岡市遺跡の学ぴ館で保管している。5 

遺跡における遺構記号は、次のとおりである。6. 

遺構:土坑| 記号:RD 

「盛岡」である。本書に使用した地図は、国土交通省国土地理院発行の 5万分の l7 

発掘調査および室内整理作業には、次の方々の協力をえた。(五十音}II貢、敬称略)

(発掘調査・室内整理作業)

8. 
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1 . 調査経過

1 .地形と地質

岩手県・秋田県の県境と重なる奥羽山脈と、岩手県の三陸沿岸部と内陸部を分ける北上山地との聞に

は、広大な北上盆地が形成される。市街地北部から北の地域は、北上川両岸に氾濫原は発達せず、丘陵

地や扇状地、中位段丘が、東西両岸に迫っている。黒石野平遺跡を含む上田地区北部では、北上川近く

まで火山灰砂台地が迫りだしており、台地上面には、丘陵地からの湧水でいくつもの沢が開析されてい

る。このために台地上は、正陵尾根の裾から続く舌状の小台地に分かれており、全体として起状の多い

地形となっている。なお、段正を見下ろす小起伏山地(黒石山 254.8m)には蛇紋岩の露頭が随所に見られ、

早池峰構造体と北部北上山地の境界を知ることが出来る地質学上重要な地域でもある。

黒石野平遺跡は、上記した北上川と東岸に発達する丘陵(四十四田丘陵)及び小起伏山地の聞に発達

する河岸段丘上に立地する。

沢

'3.6 

第 1図黒石野平遺跡の位置 (1: 50，000) 
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2姐過去の調査

当遺跡はこれまで 1~7 次調査を実施している。 1 次. 2次調査は、昭和63年から平成元年にわたっ

て岩手県教育委員会によって実施された。 3 次~ 7次調査は、平成 5年から平成18年にわたって断続的

に盛岡市教育委員会によって実施された。

1次調査 l次調査では、平安時代の竪穴住居跡や縄文時代の陥し穴状土坑、フラスコ形土坑など

を確認されている。(調査面積 1，340m') 

2次調査 2次調査では、 l次調査の隣接地で実施されたが、遺構・遺物ともに確認されていない。

(調査面積 180m') 

3次調査 3次調査は大型庖舗新築にともなう発掘調査で、遺跡推定範囲の西側で実施されている。

4次調査

遺構は、縄文時代のフラスコ形土坑11基、陥し穴状土坑12基などを検出している。ここか

らは、縄文時代早期~晩期にかけての遺物が出土している。(調査面積 2，080ぱ)

4次調査は宅地造成にともなう発掘調査で、遺跡推定範囲の東側で実施されている。検

出された遺構は当調査区でも土坑群が主体となっており、縄文時代のフラスコ形土坑10基、

陥し穴状土坑4基などを検出している。また、縄文時代晩期の遺物が若干出土している。(調

査面積 1，720m') 

5次調査 5次調査は宅地造成にともなう発掘調査で、検出された遺構は当調査区でも土坑群が主

体となっており、縄文時代の陥し穴状土坑 4基、時代不明の土坑(柱穴と思われる遺構)

2基などを検出している。遺物は、出土していない。(調査面積 1，360ぱ)

6次調査 6次調査は宅地造成にともなう発掘調査で、遺構・遺物ともに、確認できなかった。(調

査面積 684ぱ)

7次調査 7次調査は宅地造成にともなう発掘調査で、検出された遺構は当調査区でも土坑群が主

体となっており、縄文時代の陥し穴状土坑13基などを検出している。また縄文時代の遺物

(石鍛 l点、土器破片 2点)が出土している。(調査面積 1，812ぱ)

3. ~.居査経過

試掘調査 平成19年4月、土地所有者より所有地において宅地造成したい旨の事前協議があり、発

本調査

4 

掘届が提出された。協議を受けて平成19年4月27日に試掘調査を実施した結果、用地内よ

り縄文時代の土坑群が検出され、工事着手前の緊急発掘調査が必要になった。

本調査は平成19年10月1日から10月5日まで、盛岡市教育委員会が実施した。調査範囲

は試掘調査で遺構・遺物が検出された380ぱを対象とし(開発予定面積 971m')、縄文時

代の陥し穴土坑4基、遺物包含層より縄文時代早期の土器片11点を検出した。



第2図黒石野平遺跡西黒石野遺跡周辺地形図
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第 3図黒石野平遺跡第 7次・ 8次・ 9次調査区全体図
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第4図黒石野平遺跡第 8次・ 9次調査区全体図
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II. 調査内容

1 遺構検出状況

黒石野平遺跡第 8・9次調査区は、西に向かつて緩やかに傾斜する段正北西斜面部に位置する。調査で確

認された層序(写真図版第 3 図)は上位より I 層(表土。黒褐色・暗褐色土による混合土。層厚0.20m~O.58

m) 、 E 層(スコ 1) ア粒を含む暗褐色土。層厚約O.1O~0.20m) 、 E層(秋田駒ヶ岳起源の黄褐色火山灰層)

の}I慎で確認された。しかし、全体的に削平が著しく、第E層については第8次調査区東辺で部分的に確認さ

れたのみである。

検出遺構は縄文時代の陥し穴状土坑4基である。また、調査区東側際の遺物包含層E層から縄文時代早期

の土器片(貝殻丈土器)が11点出土した。なお、検出遺構の全てが現代の削平により掘込面を確認すること

ができなかった。

2.縄文時代の遺構と遺物

RD014土坑 (第 5図)

時期 縄文時代中期~晩期。 位置調査区北西端。 重複関係なし。 掘込面削平。

検出面 E層上面。 平面形溝状。 規模長軸上端3.98m"下端3.94m、短軸上端O.38m"下

端O.09m、検出面からの深さO.92m。

埋土 自然堆積による。 A層からなる。

A層 2層に細分される。 暗褐色土主体で、粒~塊状の黄褐色土・スコリア粒を少量含む層

である。

壁の状態 ほほ直壁。 出土遺物なし。

RD015土坑 (第 5図)

時期 縄文時代中期~晩期。 位置調査区北西側。 重複関係なし。 掘込面削平。

検出面 E層上面。 平面形溝状。 規模長軸上端3.94m"下端3.92m、短軸上端O.33m"下端O.09m、

検出面からの深さO.74m。

埋土 自然堆積による。層相の違いにより、 A層~B層に大別される。

A層 黒褐色土主体で、粒状の褐色土・スコリア粒を多く含む層である。

B層 2層に細分される。暗褐色土主体で、粒~塊状の黄褐色土・スコリア粒を少量含む

層である。

壁の状態ほほ直壁で中からやや緩やかに立ち上がる。 出土遺物なし。

8 



RD016土坑 (第 5図)

時期 縄文時代中期~晩期。 位置調査区北隅。 重複関係なし。 掘込面削平。

検出面 E層上面。 平面形溝状。 規模長軸上端3.62m・下端3.89m、短軸上端O.58m'

下端O.l6m、検出面からの深さ1.33m。

埋土 自然堆積による。層相の違いにより、 A層~B層に大別される。

A層 3層に細分される。黒褐色土主体で、粒状の黄褐色・スコリア粒を少量含む層であ

る。

B層 3層に細分される。暗褐色土主体で、粒~塊状の黄褐色土・スコリア粒を少量含む

層である。

壁の状態ほほ直壁で中からやや緩やかに立ち上がる。 出土遺物なし。

RD017土坑 (第 5図)

時期 縄文時代中期~晩期。 位置調査区南東隅。 重複関係なし。 掘込面削平。

検出面 E層上面。 平面形楕円形。 規模長軸上端2.38m'下端1.62m、短軸上端1.36m'下

端O目31m、検出面からの深さ1.57m。

埋土 自然堆積による。層相の違いにより、 A層~C層に大別される。

A層 3層に細分される。黒褐色土主体で、粒状の暗褐色土・スコリア粒を少量含む層である O

B層 褐色土主体で、塊状とブロック状の黄褐色土・スコリア粒を多く含む層である。

C層 黒色土主体で、塊状の暗褐色土を少量含む層である。

壁の状態 ほほ直壁で中からやや緩やかに立ち上がる。 出土遺物なし。

3. 遺物包含層より出土した遺物 (第 6図 1 ~1 1) 

遺物は第 8次調査区東辺部、第9次調査区との境界付近より集中して出土した。出土した層位は表土直下

の暗褐色土で、スコリア粒を含み全体的に硬くしまる層である。

出土した土器は l~ll全て同一個体で、縄文時代早期中葉の物見台式または田戸上層式に類似するもので

ある。 1~3 は口縁部、 4~1lは体部である。口唇部は外削状となり押引による波状丈が施される。口唇部

下位には押引による区画文が施され、区画内には無文となる部分と貝殻腹縁文が充填される部分がある。

9 
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調査のまとめ

黒石野平遺跡第 8次・

皿

第 6図

黒石野平遺跡第 8次発掘調査の結果、本調査区は縄文時代の土坑群を主体とする地区であることが確認さ

れた。第 l次調査区北部には段正を分断する沢が入り、沢を望む微高地には平安時代の集落も確認されてい

(1989年岩手県教育委員会)。今回の調査箇所は第 l次調査区より南部に位置し、北に隣接する第 7次調る

査区とともに縄文時代の陥し穴状土坑が集中することから縄文時代における狩猟場であったことが考えられ

る。また、今回検出された陥し穴状土坑の時代については、遺構から出土遺物が確認されていないため、正

これまでの市内の発掘調査事例から、縄文時代中期~縄文時代晩期(約5，000年前確には断定できないが、

のものと考えられる。~約3，000年前)

出土した土器は、関東地方での「田戸上層式J、青森県での「物見台式J、北海道での「中野A式」に近似

する土器である。県内でも出土例が増加しているが、前述したように北日本でも土器型式名が乱立した状態

にあり、早急な標準資料が必要とされているものである。今回の調査では僅かな出土数であったが盛岡での

11 

土器編年を組み立てる上では重要な成果であったといえよう。

[引用文献]

岩手県教育委員会 1989I黒石野平遺跡、Jr岩手県内遺跡詳細分布調盗報告書Ll



第 1図版
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第 7次・ 8次・ 9次

発掘調査区全景

(空撮)

第 8・9次発掘調査

区全景(南東から)



RD014土坑
(南西から)

RD016土坑
(南西から)

第 2図版

RD015土坑
(南西から)

RD017土坑
(南束力、ら)
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